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令
和
七
年
七
月
一
六
日
（
水
）、
東
京
・

永
田
町
の
全
国
町
村
会
館
に
て
「
し
ま
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
島
の
将
来
像
や
振
興
策
な
ど
に

つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て
日
本
離
島
セ
ン
タ

ー
が
不
定
期
で
開
催
し
て
い
る
。

今
回
は
「
離
島
の
水
産
振
興
」
を
テ
ー
マ

に
、
島
の
水
産
業
の
現
況
や
漁
業
の
六
次
産

業
化
な
ど
に
つ
い
て
、
乾い

ぬ
い

政
秀
氏
に
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。
同
氏
は
、
本
誌
二
四
九
号

か
ら
二
七
七
号
ま
で
二
九
回
に
わ
た
り
、
全

国
の
離
島
の
水
産
振
興
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
連
載「
小
さ
な
島
の
小
さ
な
取
り
組
み
」

を
執
筆
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
七
年
三
月
に
は
、

自
ら
が
島
の
漁
港
や
漁
村
を
訪
ね
歩
い
て
調

査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
『
島
の
暮
ら
し
を

支
え
る
漁
業
と
生
業
』（
青
娥
書
房
）
を
上
梓

し
て
い
る
。

講
演
後
は
、
工
藤
貴た

か

史ふ
み

東
京
海
洋
大
学
教

授
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
迎
え
、
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
離
島
地
域
の
発
展
方
向

な
ど
に
つ
い
て
、
自
身
の
研
究
結
果
を
交
え

な
が
ら
講
評
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

当
日
は
、
離
島
関
係
自
治
体
・
団
体
職
員

や
水
産
関
係
者
な
ど
、
会
場
来
場
者
と
オ
ン

ラ
イ
ン
視
聴
者
を
合
わ
せ
て
約
六
〇
人
が
参

加
し
た
。

講
演

離
島
の
水
産
振
興

株
式
会
社
水
土
舎
相
談
役

乾
政
秀

生
産
性
が
高
い
離
島
周
辺
海
域

日
本
の
離
島
の
面
積
は
、
国
土
全
体
の
約

六
次
産
業
化
か
ら
離
島
の
水
産
業
の
活
路
を
探
る

本
誌
編
集
部
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当日は、離島の水産業に関心をもつ多くの来場者・視聴者が集まった。
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受
け
ら
れ
た
点
、
島
内
消
費
が
少
な
く
、
出

荷
の
機
会
が
限
ら
れ
、
流
通
コ
ス
ト
が
嵩
む

点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

厳
し
い
状
況
に
あ
る
島
の
漁
業

日
本
の
漁
業
生
産
は
、
年
々
減
少
の
一
途

を
辿
り
、
養
殖
業
も
停
滞
し
て
い
る
。
そ
ん

な
な
か
、
離
島
は
全
国
の
漁
業
・
養
殖
業
そ

れ
ぞ
れ
の
約
一
割
の
シ
ェ
ア
を
有
す
る
な
ど
、

わ
が
国
の
水
産
業
を
支
え
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
、
離
島
に
お
け
る
漁
業
・
養
殖
業
生
産
額

の
減
少
は
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
要
因

は
、
島
の
漁
業
就
業
者
が
全
国
水
準
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業
を

基
幹
産
業
と
し
て
き
た
長
崎
県
中
通
島
の
奈

良
尾
地
区
で
は
、
同
漁
業
の
衰
退
に
伴
い
漁

協
が
破
綻
。
同
地
区
の
み
な
ら
ず
島
全
体
の

人
口
の
流
出
な
ど
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

環
境
面
で
は
、
海
水
温
上
昇
な
ど
に
起
因

す
る
磯
焼
け
の
拡
大
と
長
期
化
が
進
ん
で
い

る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
長
崎
県
小
値
賀
島

で
は
、
ヒ
ジ
キ
や
海
藻
を
餌
と
す
る
ア
ワ
ビ

の
漁
獲
量
が
激
減
し
て
い
る
。
離
島
の
漁
業

者
は
、
水
産
資
源
の
減
少
や
獲
れ
る
魚
種
の

変
化
へ
の
臨
機
応
変
な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い

る
。

多
様
化
す
る
水
産
業
の
六
次
産
業
化

近
年
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
以
外
の
分
野
に
お

い
て
も
サ
ー
ビ
ス
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

離
島
の
水
産
振
興
に
お
い
て
も
、
単
な
る
漁

獲
物
の
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
加
工
や
販
売
、

観
光
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た「
六
次
産
業
化
」

の
推
進
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
さ
ま

͠·ͮ͘ΓϑΥʔϥϜ

二
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
が
、
海
岸
線
は

同
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
。
人
口

に
お
い
て
離
島
は
、
全
国
の
〇
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
過
ぎ
な
い
が
、
漁
業
就
業
者
に
限
れ

ば
全
体
の
約
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
離
島
に
居

住
し
て
お
り
、
漁
港
・
港
湾
も
約
二
割
が
島

に
位
置
し
て
い
る
。

特
に
農
地
が
少
な
く
他
産
業
の
振
興
が
難

し
い
小
規
模
な
離
島
で
は
、
漁
業
資
源
に
基

づ
く
生
活
と
経
済
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
島

周
辺
の
海
域
は
、
湧
昇
流
に
よ
り
栄
養
塩
類

が
豊
富
で
、
食
物
連
鎖
を
通
じ
た
基
礎
生
産

力
が
高
い
。
ま
た
、
外
洋
と
比
較
し
て
起
伏

に
富
む
島
周
辺
の
海
底
に
は
、
隠
れ
場
所
や

餌
が
多
い
こ
と
か
ら
、
魚
介
類
が
蝟い

集し
ゅ
う

し
、

好
漁
場
が
形
成
さ
れ
や
す
い
の
も
離
島
の
特

長
で
あ
る
。

一
方
、
不
利
な
点
と
し
て
は
、
本
土
と
比

較
し
て
島
の
漁
港
の
整
備
が
遅
れ
、
大
き
な

漁
船
も
少
な
い
な
ど
「
獲
る
能
力
」
が
十
分

で
な
く
、
島
周
辺
の
水
産
資
源
を
島
外
の
漁

業
者
に
獲
ら
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
見

੓ल ʢ͍͵͍ ·͞ͻͰʣ ס

東京水産大学修士課程修了。平成2年
（株）水土舎を設立。平成24年から11年
半かけて全国の有人離島322島を踏査。
著書『島の暮らしを支える漁業と生業』
が第72回漁業経済学会学会賞を受賞。
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ざ
ま
な
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。

長
崎
県
対
馬
島
で
は
、
住
民
が
発
案
し
た

藻
食
性
魚
類
（
ア
イ
ゴ
、イ
ス
ズ
ミ
）
を
駆
除
し
、

フ
ラ
イ
な
ど
料
理
に
加
工
す
る
取
り
組
み
が

島
内
販
売
や
学
校
給
食
に
広
が
り
を
見
せ
、

藻
場
回
復
に
も
寄
与
し
て
い
る
（
本
誌
二
七

六
号
参
照
）。
隠
岐
諸
島
で
は
、
西
ノ
島
の
一

人
の
漁
師
の
発
案
か
ら
新
規
養
殖
と
し
て
イ

ワ
ガ
キ
養
殖
が
始
め
ら
れ
、
現
在
、
同
諸
島

全
体
で
計
三
六
経
営
体
に
ま
で
普
及
し
て
い

る
（
二
七
二
号
）。
香
川
県
伊い

吹ぶ
き

島じ
ま

で
は
、
イ

リ
コ
加
工
に
よ
り
高
付
加
価
値
化
を
実
現
し
、

二
〇
一
六
年
時
点
で
一
三
億
円
の
売
り
上
げ

を
誇
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
坊ぼ

う

勢ぜ

島じ
ま

で
は
、
漁

協
が
本
土
側
で
直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運

営
し
、
漁
業
生
産
額
の
増
加
に
寄
与
し
て
い

る
（
二
五
四
号
）。
熊
本
県
湯
島
で
は
住
民
が

古
民
家
を
改
装
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
加
工
品

販
売
で
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
い
る
（
二
五

六
号
）。
広
島
県
大
崎
上
島
で
は
廃
業
し
た

養
殖
場
に
新
た
な
技
術
を
導
入
し
、
カ
キ
と

ク
ル
マ
エ
ビ
の
複
合
養
殖
と
直
売
を
行
な
う

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
成
功
を
収
め
て
い
る

（
二
五
九
号
）。
こ
の
ほ
か
、
沖
縄
県
久
米
島

で
は
、
水
深
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
取
水

し
た
海
洋
深
層
水
を
活
用
し
、
海
洋
温
度
差

発
電
と
と
も
に
車
エ
ビ
や
海
ブ
ド
ウ
の
養
殖

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
の
よ
う
に
、
六
次
産
業
化

と
一
口
に
言
っ
て
も
そ
の
形
態
は
多
岐
に
わ

た
る
。
各
島
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、

地
域
資
源
を
活
か
す
取
り
組
み
が
成
功
の
近

道
だ
と
思
わ
れ
る
。

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
水
産
振
興
策
を

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
歴
史

的
に
魚
食
文
化
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
現
在
、
若
年
層
を
中
心
に
魚
離
れ
が
進
ん

で
い
る
。
離
島
で
は
、
漁
業
就
業
者
の
減
少

と
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
後
継
者
不
足
が
深

刻
な
課
題
で
あ
る
。
昨
今
進
め
ら
れ
て
い
る

六
次
産
業
化
や
海う

み

業ぎ
ょ
う

と
い
っ
た
取
り
組
み
も
、

基
盤
と
な
る
漁
業
・
養
殖
業
に
よ
る
安
定
的

な
生
産
が
前
提
と
な
る
。
ま
た
、
漁
港
や
掘

り
込
み
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
、
そ
れ
を

活
か
す
人
材
が
い
て
は
じ
め
て
意
味
を
な
す
。

離
島
の
漁
業
生
産
を
い
か
に
高
め
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
水
産
振
興
を
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
す
る
抜
本
的
政
策
が
必

要
で
あ
る
。
水
産
振
興
策
は
、
食
料
自
給
率

の
向
上
お
よ
び
食
料
安
全
保
障
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
領
土
・
領
海
・
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
保
全

な
ど
国
益
を
守
る
一
石
二
鳥
の
効
果
を
も
た

ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。

講
評  

離
島
水
産
業
の
六
次
産
業
化

に
向
け
た
大
き
な
ヒ
ン
ト

東
京
海
洋
大
学
教
授

工
藤
貴
史

人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
こ
れ
ま
で
地
域

発
展
の
柱
と
さ
れ
て
き
た
第
二
次
・
三
次
産

業
は
、
人
口
規
模
に
強
く
依
存
す
る
た
め
、

縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
。
一
方
、
漁
業
・
養

殖
業
の
生
産
量
は
、
人
口
と
の
相
関
が
な
く
、

小
規
模
な
沿
岸
町
村
で
も
継
続
可
能
な
産
業

で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
離
島
に
は
流
通
面
で
の

構
造
的
な
不
利
性
が
存
在
し
、
生
鮮
水
産
物

の
出
荷
は
、
海
上
輸
送
コ
ス
ト
の
負
担
や
時

間
的
制
約
に
よ
る
鮮
度
低
下
な
ど
課
題
が
多

い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
六
次
産
業
化

で
あ
る
。
流
通
加
工
に
よ
っ
て
鮮
度
や
価
格

の
不
利
を
克
服
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
雇
用

の
創
出
や
交
流
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。
市

場
価
値
の
低
い
魚
で
も
、
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
新
た
な
価
値
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。

本
講
演
や
乾
氏
の
著
書
『
島
の
暮
ら
し
を

支
え
る
漁
業
と
生
業
』
で
紹
介
さ
れ
た
事
例

か
ら
は
、
離
島
の
水
産
業
の
六
次
産
業
化
を

進
め
る
上
で
の
、
多
大
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。

水
産
資
源
は
、
土
地
の
よ
う
な
私
有
財
産

で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
共
有
資
源
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
地
元
住
民
だ
け
で
な
く
、
外
部

の
人
間
も
含
め
て
協
働
し
、
自
然
資
源
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
島
の
資
源
を

ど
の
よ
う
に
使
い
、
ど
う
暮
ら
し
て
い
く
か

を
、
地
域
全
体
で
考
え
る
こ
と
こ
そ
が
水
産

振
興
の
出
発
点
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
結
び

つ
き
か
ら
新
た
な
価
値
の
創
出
が
期
待
さ
れ

る
。今

後
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
増
加
を
前
提

と
し
た
地
域
発
展
モ
デ
ル
か
ら
転
換
し
、
自

然
資
源
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
離
島
に
お
い

て
は
、
水
産
業
を
軸
と
し
た
人
的
交
流
、
地

域
づ
く
り
が
最
も
現
実
的
か
つ
有
望
な
発
展

の
方
向
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆

講
演
・
講
評
後
、
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ

た
。
中
村
隆
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

か
ら
は
離
島
漁
業
の
魅
力
を
活
か
し
、
都
市

部
か
ら
の
訪
問
者
を
誘
致
し
て
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
や
、
漁
業
を
基
盤

と
し
た
雇
用
創
出
な
ど
の
構
想
に
つ
い
て
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
地
元
の

島
で
の
持
続
可
能
な
仕
事
づ
く
り
や
水
産
業

の
新
規
参
入
、
漁
獲
枠
や
制
度
面
で
の
離
島

特
別
措
置
の
必
要
性
、
漁
港
イ
ン
フ
ラ
の
有

効
活
用
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
が
な
さ

れ
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
離
島
の
水

産
業
や
小
規
模
離
島
の
持
続
可
能
性
に
つ
い

て
、
そ
の
現
状
や
課
題
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」「
離
島
に
お
け
る
人
口
減
少
の
背
景
を
、

産
業
面
か
ら
深
く
考
察
で
き
た
」「
離
島
が

持
っ
て
い
る
可
能
性
や
こ
れ
か
ら
の
役
割
な

ど
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ヒ
ン
ト
に
な

る
も
の
を
多
く
得
ら
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

（
大
川
）
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漁業の産業的特質や問題構造を自然
と社会の両面から明らかにする研究に
取り組む。過去の調査地は、坊勢島、
礼文島など。主な著書に『漁業者高齢
化と十年後の漁村』（共著、北斗書房）が
ある。水産学博士。
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